
 
 
 

杏林⼤学研究業績集発⾏に寄せて 
 

⼤学教職員の研究を広く社会に向けて発信していくことは、⼤学の重要な使命のひとつであり、
本学では平成 22 年度より杏林⼤学研究業績集を発⾏しています。 
 平成 30 年度は、さらなる研究⼒強化及び共同研究の活発化のため、共同研究施設部⾨に新たな
機器を導⼊する等、研究環境の整備を進めました。また、学内の知的財産活⽤を促進すべく「知
的財産ポリシー」を策定する等、産学官連携の推進にも注⼒し、現在に⾄っております。 

本学における研究成果をこうして研究業績集として公表することで、益々の学際研究の活発化
や産学官連携のシーズ発掘に繋がることを期待しています。 
 

令和 2 年 3 ⽉ 
学⻑ ⼤瀧 純⼀ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

研究推進センターのミッション 
  

平成 30 年度の研究業績集を発⾏できたこと、皆様に深く御礼申し上げます。 
 
研究推進センターのミッションは、杏林⼤学の研究者が研究を⾏いやすい環境を整えることで

す。このため、研究成果を広く社会に公表し、科研費の獲得や論⽂作成⽀援を⾏っています。 
 
杏林⼤学では、4 学部 3 研究科に幅広い研究分野の研究者が在籍しており、様々な研究が⾏わ

れています。しかし、キャンパス間の距離が縮まったにも関わらず、研究者間の交流はまだ不⼗
分だと考えております。 

 
是⾮この業績集をお⼿にとり、本学でどのような研究が⾏われているのか⽬を通してください。

連携できる研究者が学内におられるかもしれません。 
 
杏林⼤学発の研究を推進するため、研究推進センターは今後更に全学的な研究交流を⽀援して

まいります。 
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研究推進センター⻑ 
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講　演
（学会・研究会，国際学会，地域の講演会， 
ポスターセッション，一般向け公開講座等）

論　文
（原著，総説，依頼総説，症例報告等， 
専門学術誌に掲載された学術著作等）

著　書
（分担執筆，監修，翻訳，電子メディアを含む）

報告書
（官公庁，公的機関等）

その他
（新聞掲載，メディア出演，受賞，学会主催，
巻頭言，対談，オピニオン，特許等）
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